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東松島市は政府から
SDGs 未 来 都 市 に
県内で唯一選定さ
れました。

令和元年　議会新体制スタート
議会一丸で復興完結へスパート

13 阿部　勝德　　14 櫻井　政文　　15 佐藤　富夫　　　　16 長谷川　博　　　17 熊谷　昌崇　　18 滝　  健一

7 小野　幸男　　 8 小野　惠章　　 9 大橋　博之　　　　10 阿部としゑ　　　 　12 五ノ井惣一郎
　
1 石森　晃寿　　 2 上田　　勉　　 3 手代木せつ子　　　　 4 齋藤　　徹　　　 5 土井　光正　　 6 熱海　重徳

（欠　員）



　

議
員
は
市
民
の
代
表
で
あ
り
、
復
興
と
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
議
会
の
調
整
調
和
を
図
り
な

が
ら
執
行
部
に
対
し
て
は
、
一
枚
岩
で
臨
む
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
議
長
の
補
佐
に
、
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

前
回
の
「
定
数
等
の
特
別
委
員
会
」
の
委
員
長
と

し
て
思
う
結
果
を
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
議
会
改

革
に
は
、
今
後
も
時
間
を
か
け
た
議
論
が
必
要
で
あ

り
、
結
論
だ
け
を
急
が
ず
禍か

根こ
ん

を
残
さ
な
い
深
い
議

論
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
議
会
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
信
任
を
受
け
、
７
代
目

の
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
の
元
号
に
な
り
最
初
の
議
長
を
拝
命
し
ま
し

た
こ
と
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

議
会
と
し
て
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
最
優

先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
復
興
の
加
速
と
完
結
を

目
指
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
答
え
る
た
め
に
、
さ
ら
な

る
議
会
改
革
を
推
進
し
公
平
・
公
正
な
議
会
運
営
に

誠
心
誠
意
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議長　大橋　博之

副議長　小野　惠章

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　

石
巻
地
区
の
消
防
・
ご
み
処
理
等
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
組
合
の
議
会
議
員
で
す
。

五
ノ
井　
惣
一
郎

長
谷
川　
　
　
博

大　
橋　
博　
之

（
五
十
音
順
、
議
長
あ
て
職
の
た
め
後
列
に
記
載
）

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　

本
市
と
石
巻
市
の
水
道
事
業
を
行
っ
て
い

る
企
業
団
の
議
会
議
員
で
す
。

阿　
部　
と
し
ゑ

小　
野　
幸　
男

熊　
谷　
昌　
崇

大　
橋　
博　
之

（
五
十
音
順
、
議
長
あ
て
職
の
た
め
後
列
に
記
載
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営
し
て
い
る

連
合
（
保
険
者
）
の
議
会
議
員
で
す
。

佐　
藤　
富　
夫

吉
田
川
流
域
溜
池
大
和
町
外
３
市

３
ケ
町
村
組
合
議
会
議
員

　

吉
田
川
流
域
溜
池
等
の
管
理
に
関
す
る
事

務
を
共
同
処
理
す
る
組
合
の
議
会
議
員
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

滝　
　
　
健　
一

都
市
計
画
審
議
会
委
員                    

五
ノ
井　
惣
一
郎

滝　
　
　
健　
一

土　
井　
光　
正

長
谷
川　
　
　
博

 （
五
十
音
順
）

民
生
委
員
推
薦
会
委
員　
　
　
　
　
　

 

上　
田　
　
　
勉

議
会
選
出
監
査
委
員　
　
　
　
　
　

 

佐　
藤　
富　
夫

　
令
和
元
年
５
月
10
日
、
令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会
で
、
前
正
副
議
長
の
辞
任
に
伴
い
、
正
副
議
長
選
挙
が

行
わ
れ
た
結
果
、
議
長
に
は
大
橋
博
之
議
員
が
当
選
。
副
議
長
に
は
小
野
惠
章
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
各
種
委
員
会
お
よ
び
一
部
事
務
組
合
議
員
な
ど
に
も
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

大橋博之議長、小野惠章副議長のもと、
令和元年　議会新体制スタート

一
部
事
務
組
合
等
選
出
議
員

2令和元年８月1日発行



　

議
会
運
営
委
員
会
は
議
事

日
程
の
調
整
か
ら
、
議
事
進

行
、
議
会
の
秩
序
、
議
案
等

の
取
り
扱
い
な
ど
議
会
を
運

営
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ

て
の
事
項
は
元
よ
り
、
議
会

関
係
例
規
等
や
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
を
協
議
す
る

た
め
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
に
対
し
て
の
市
民
の

関
心
や
理
解
が
広
ま
り
、
議

員
の
資
質
の
錬
磨
に
も
つ
な

が
り
、
新
た
な
発
想
が
生
か

せ
る
議
会
運
営
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

凡例　◎委員長　○副委員長

新
た
な
発
想
が

生
か
せ
る
議
会
運
営
を

目
指
し
て

議
会
運
営
委
員
会

（前列右から）
◎滝　　健一
○五ノ井惣一郎

（後列右から）
上田　　勉
小野　幸男
熊谷　昌崇
佐藤　富夫

　

年
４
回
発
行
の
広
報
誌
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
楽
し
み
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
作

り
を
ま
た
、
議
会
懇
談
会
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
選

定
し
た
各
種
団
体
と
の
意
見

交
換
を
２
回
開
催
予
定
で
す
。

　

各
議
員
の
一
般
質
問
は
、

広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す

が
要
約
さ
れ
た
も
の
で
す
。

詳
細
は
、
市
の
Ｈ
Ｐ
で
定
例

会
ご
と
に
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ

て
い
ま
す
。
過
去
の
一
般
質

問
も
検
索
で
き
ま
す
。
是
非

の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

広
報
活
動
を
、
身
近
で

わ
か
り
や
す
い
も
の
へ

広
報
常
任
委
員
会

（前列右から）
◎小野　惠章
○櫻井　政文

（後列右から）
手代木せつ子
阿部　勝德
小野　幸男
齋藤　　徹
石森　晃寿

　

本
市
の
財
務
常
任
委
員
会

は
他
市
町
村
議
会
に
は
類
の

無
い
取
り
組
み
で
す
。
３
分

科
会
で
予
算
・
決
算
の
審
査

を
行
い
な
が
ら
予
算
の
執
行

状
況
を
確
認
調
査
し
、
健
全

な
る
財
政
運
営
に
努
め
、
提

言
と
監
視
を
行
い
ま
す
。

未
来
に
託
せ
る

財
政
運
営
を
目
指
す

財
務
常
任
委
員
会

（前列右から）
長谷川　博
五ノ井惣一郎
佐藤　富夫
◎小野　幸男
○阿部　勝德
滝　　健一
小野　惠章
上田　　勉

（後列右から）
手代木せつ子
阿部としゑ
齋藤　　徹
土井　光正
櫻井　政文
熊谷　昌崇
石森　晃寿
熱海　重徳

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
も
仕
上

げ
の
時
期
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
観
光
事
業
に
つ
い

て
、
市
営
住
宅
の
管
理
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
東
松
島
ブ

ラ
ン
ド
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
、
以
上
の
３
点
を
重
点

目
標
と
し
ま
す
。

　

産
業
部
、
建
設
部
、
農
業

委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事

項
を
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
の

完
遂
を
め
ざ
し
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（前列右から）
◎阿部としゑ
○櫻井　政文

（後列右から）
齋藤　　徹
滝　　健一
熱海　重徳

　

災
害
復
興
と
少
子
高
齢
化

を
迎
え
た
東
松
島
市
の
現
状

を
踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
や

高
齢
者
福
祉
な
ど
の
福
祉
事

業
お
よ
び
市
民
生
活
基
盤
の

充
実
、
学
力
向
上
対
策
・
教

育
環
境
整
備
促
進
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
、
保
健
福
祉

部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に

関
す
る
事
項
を
調
査
・
審
査

し
ま
す
。

と
も
に

ふ
る
さ
と
再
生
へ

民
生
教
育
常
任
委
員
会

（前列右から）
◎上田　勉
○小野　幸男

（後列右から）
手代木せつ子
阿部　勝德
佐藤　富夫
長谷川　博

　

総
務
部
、
復
興
政
策
部
、

会
計
課
・
監
査
委
員
お
よ
び

選
挙
管
理
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
項
な
ら
び
に
ほ
か

の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

を
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現

総
務
常
任
委
員
会

（前列右から）
◎熊谷　昌崇
○石森　晃寿

（後列右から）
土井　光正
五ノ井惣一郎
小野　惠章
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教
育
委
員
会
委
員
に
福ふ

く

田だ

ゆ
か
り
氏
（
新
東
名
）
を
選

任
（
再
任
）
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
に
志し

小こ

だ田
美よ

し

弘ひ
ろ

氏

（
赤
井
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
前
教
育
長
の

工く
ど
う藤

昌ま
さ

明あ
き

氏
が
令
和
元
年
５

月
20
日
を
も
っ
て
退
任
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
議

長
を
除
く
無
記
名
投
票
に
よ

る
採
決
を
行
い
、
賛
成
14
、

反
対
２
の
賛
成
多
数
で
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
４
年
５
月

20
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員

福
田
　
ゆ
か
り
氏

　
　
選
任
に
同
意

教
育
長

志
小
田
　
美
弘
氏

　
　
選
任
に
同
意

①
総
務
費
、
小
野
地
区
旧
学

校
施
設
利
活
用
事
業（
東
松

島
市
私
立
高
等
学
校
整
備
事

業
補
助
金
）

　
　
　
　

補
助
金
増
額
（
５
，

０
０
０
万
円
）
の
理

由
に
つ
い
て
。　

　

昨
年
度
と
今
年
度

で
補
助
金
交
付
の
た

め
、
年
度
間
の
予
算
調
整
に

伴
う
増
額
。

②
総
務
費
、
定
住
化
促
進
事

業（
移
住
支
援
事
業
費
補
助

金
）

　
　
　
　

何
人
く
ら
い
来
て
、

ど
の
よ
う
な
新
規
就

業
す
る
か
の
見
込
み
は
。

　
　
　
　

国
、
県
等
か
ら
、

４
分
の
３
の
補
助
あ

り
、
世
帯
移
住
１
０
０
万
円
、

単
身
移
住
60
万
円
補
助
。
５

件
分
想
定
し
、
５
０
０
万
円

増
額
計
上
。
市
の
中
で
不
足

し
て
い
る
よ
う
な
分
野
や
地

域
の
担
い
手
と
し
て
重
要
と

考
え
る
産
業
分
野
で
受
け
入

QAQA

れ
る
法
人
と
考
え
て
い
る
。

③
教
育
費
、
小
学
校
施
設
維

持
管
理
事
業（
建
築
）

　
　
　
　

昨
年
度
に
前
払
い

金
不
要
で
今
回
計
上

し
た
の
は
、
設
計
変
更
で
前

払
い
金
を
支
払
わ
な
い
場
合

の
一
般
管
理
費
を
改
め
て
計

上
し
た
か
ら
か
。　

　
　
　
　

契
約
締
結
時
に
受

注
者
か
ら
前
払
い
金

を
請
求
し
な
い
と
申
出
が

あ
っ
た
。
昨
年
度
予
算
で
不

用
額
扱
い
と
な
っ
た
分
を
今

年
度
予
算
で
、
今
回
補
正
増

額
し
支
払
う
。

④
農
林
水
産
業
費
、
漁
港
施

設
整
備
事
業（
浜
市
漁
港
機
能

保
全
工
事
）

　
　
　
　

浜
市
漁
港
の
ど
の

部
分
の
工
事
か
。

　
　
　
　

浜
市
漁
港
か
ら
海

の
出
口
ま
で
が
漁
港

区
域
と
選
定
、
認
め
ら
れ
た
。

今
回
は
一
部
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

し
整
備
す

る
。 QQAQA

事
業
調
整
が
整
っ
た
こ
と
に
伴
う
事
業
費
計
上

補
正
予
算
総
額
５
億
６
９
４
万
１
千
円
の
増
額

　

一
般
会
計
ほ
か
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
６

月
13
日
お
よ
び
24
日
の
本
会
議
で
慎
重
審
議
し
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
多
数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

が
、
何
点
か
質
疑
お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

補
正
予
算
（
議
案
第
62
、
63
、
65
号
）

　

鹿か

野の

義よ
し

博ひ
ろ

氏
（
小
野
）
の

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
、
適
任
と
答
申
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
人
権
擁
護
委
員
が

欠
員
（
１
人
）
と
な
る
こ
と

か
ら
、
人
権
擁
護
委
員
法
に

基
づ
き
、
今
回
の
鹿
野
氏
の

推
薦
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り

意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務

局
な
ど
で
地
域
住
民
か
ら
の

い
じ
め
、
差
別
な
ど
の
人
権

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
問

題
解
決
を
手
伝
い
ま
す
。
ま

た
小
・
中
学
校
な
ど
に
お
け

る
い
じ
め
な
ど
を
考
え
る
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の

推　
薦▲鹿野義博氏（小野）

東
松
島
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例
に
つ
い
て

　

森
林
環
境
税
が
新
た
に
創

設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
に

令
和
６
年
度
か
ら
年
額
１
、

０
０
０
円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
林
業
と
し
て
の
担

い
手
が
い
な
い
た
め
、
森
林

組
合
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

譲
与
金
を
有
効
に
使
い
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
や
、

災
害
防
止
を
図
る
た
め
森
林

整
備
を
進
め
ま
す
。
委
員
長

報
告
は
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
報
告
さ
れ
、
本
会
議
で

は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▲市の森林をさらに豊かに

議
案
第
48
号

（
産
業
建
設
常
任

委
員
会
付
託
審
査
）

賛否が分かれた採決結果
議
決
結
果

石
森　
晃
寿

上
田　
　
勉

手
代
木
せ
つ
子

齋
藤　
　
徹

土
井　
光
正

熱
海　
重
徳

小
野　
幸
男

小
野　
惠
章

阿
部
と
し
ゑ

欠　
員

五
ノ
井
惣
一
郎

櫻
井　
政
文

佐
藤　
富
夫

長
谷
川　
博

熊
谷　
昌
崇

滝　
　
健
一

阿
部　
勝
德

大
橋　
博
之

第３回臨時会（令和元年５月 10日）
議員定数と報酬等並びに政治倫理のあり方に関する
調査特別委員会報告書について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ 議長 ○

第４回臨時会（令和元年５月 28日）
議案第４６号　財産の取得（庁内情報系パソコン一
式）について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議長

　○…賛成、×…反対　※第３回臨時会では阿部勝德議長は採決に加わりません。第４回臨時会では大橋博之議長は採決に加わりません。

▲志小田　新教育長

６
月
（
第
2
回
） 

定
例
会　
審 

議 （
審
査
）
内 

容

第
3
回
臨
時
会

　（
5
月
10
日
開
催
）
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　市長提出議案 14 件を原案のとおり可決しました。議案の件名と主な内容は下記のと
おりです。（※ほかの記事で説明している議案は省略しています。）

　市長提出議案４件を原案のとおり可決しました。議案の件名と主な内容は下記のとお
りです。（※賛否が分かれた採決結果については、４ページに記載しています。）

　市長提出議案２件を原案のとおり可決しました。議案の件名と主な内容は下記のとお
りです。（※賛否が分かれた議案の賛否については、４ページに記載しています。）

議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

議案第 49 号
東松島市選挙における投票管理者、開票管理者並びに選挙長及び投票、開票立会人等に対する報酬支給に関する条例の一
部を改正する条例について
…国の方針に準ずるもので、国会議員の選挙等の執行経費の基準額と同額を支給するため改正を行うもの。また、交替可

能となった投票管理者報酬額の計算方法の改正を行うもの。

議案第 50 号
東松島市市税条例等の一部を改正する条例について
…地方税法及び同法施行令等が改正されたことに伴い、個人市民税の非課税措置対象者の拡充及び軽自動車税のグリーン

化特例対応について所要の改正を行うもの。

議案第 51 号
東松島市公園条例の一部を改正する条例について
…応急仮設住宅撤去後、運動公園として復旧整備を進めている「矢本運動公園野球場・多目的グラウンド」や、令和２年

４月からの供用開始に向け移転整備を行っている「奥松島運動公園」について改正を行うもの。

議案第 52 号
東松島市社会体育施設条例の一部を改正する条例について
…議案第 51 号の整備完了後の用途に沿って東松島市社会体育施設条例に位置付け、管理運営を行っていくことから、位置

及び利用料金等の管理運営に関する事項について改正を行うもの。

議案第 53 号
東松島市心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について
…現在対象の身体障害者手帳１級～２級、または療育手帳Ａの交付受領者に加え、本年 10 月１日から神障害者保健福祉手

帳１級の交付受領を新たに対象とするため、改正を行うもの。

議案第 54 号
東松島市介護保険条例の一部を改正する条例について
…令和元年度及び令和２年度の介護保険料について、第１段階から第３段階までの第１号被保険者（65 才以上の方）の負

担軽減を図るため、所要の改正を行うもの。

議案第 55 号 東松島市市民センター条例の一部を改正する条例について
…東松島市市民センター条例において、矢本西市民センターの新たな位置及び使用料に改正を行うもの。

議案第 56 号 東松島市学習等共用施設設置条例の一部を改正する条例について
…従来の矢本西市民センターを河戸地区学習等供用施設として、東松島市学習等共用施設設置条例に新たに位置付けるもの。

議案第 57 号
東松島市あおい地区地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例について
…低層戸建住宅が立地する「住宅地区Ａ地区」の住環境の維持及び保全を図り、それぞれの地区の実情にふさわしい土地

利用の推進を図るため本条例を改正しようとするもの。

議案第 58 号
東松島市特別用途地区建築条例の一部を改正する条例について
…「小松谷地地区（イオンタウン矢本）」について、用途地域による建築規制を補完し、当該地区の商業地としての実情に

ふさわしい土地利用の推進を図るため本条例を改正しようとするもの。

議案第 59 号
公有水面埋立に関する意見について
…東松島市宮戸字南麦和田山２番に接する公有水面（657.31㎡）埋立免許の出願に係る意見について異議のない旨、宮城

県知事に答申したいので、公有水面埋立法第３条第４項の規定により、議会の議決を求めたもの。

議案第 60 号
市町の境界変更について
…事業主体である宮城県から県営ほ場整備事業上福田地区（45.6ha）の区画整理の完成に伴い、両市町の境界変更申請が

提出されたことにより変更を行うもの。（但し、今回の変更は農地や道路、水路に関わるものである。）

議案第 61 号
境界変更に伴う財産処分の協議について
…東松島市が所有する田 142.0㎡は遠田郡美里町へ、美里町が所有する公衆用道路、用悪水路 2699.5㎡は東松島市へ、

境界変更に関わらず 207.0㎡の田は東松島市が所有することに関し、議会の議決を求めるもの。

議案第 64 号
訴えの提起について
…平成 29 年６月 22 日午前１時頃、赤井字川前三番の交差点で市管理の道路照明灯を倒壊させる物損事故が発生。相手方

が未だ原状回復費用の支払に応じない為、訴訟により求償しようとするもの。

６月（第2回）定例会　可決議案

議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

承認第１号
専決処分した事件（東松島市市税条例の一部を改正する条例）の承認について
…地方税法及び同法施行令等が改正されたことに伴い、個人市町村民税の寄付控除及び軽自動車税のグリーン化特例対応

並びに固定資産税の減額等について所要の改正を行うもの。

承認第２号
専決処分した事件（東松島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認について
…地方税法施行令等の一部を改正する政令が交付されたことに伴い、国民健康保険税の課税額の限度額、軽減判定所得基

準額等について所要の改正を行うもの。

承認第３号
専決処分した事件（東松島市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例）の承
認について
…東日本大震災復興特別区域法により地方税を課税免除した場合の震災復興特別交付税の減収補填について、Ｈ 32 年度ま

で全額補填することが決定され、適用期限延長に係る改正を行うもの。

議案第45号
令和元年度東松島市一般会計補正予算（第２号）について
…本年 10 月に予定されている消費税・地方消費税率 10％への引き上げ後、住民税非課税の低所得者及び３歳未満の乳幼

児のいる子育て世帯を対象としたプレミアム付商品券事業に係る経費の計上をしたもの。

第３回臨時会（５月10日）　可決議案

議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

議案第 46 号
財産の取得（庁内情報系パソコン一式）について
…Ｗｉｎｄｏｗｓ７のサポート終了に伴う情報通信の障害・事故防止及び安定稼動を図るため、新しい動作システム W ｉ

ｎｄｏｗｓ 10 に対応するパソコン 450 台の購入を行うもの。

議案第 47 号
令和元年度東松島市一般会計補正予算（第３号）について
…Ｈ 29 年度～Ｈ 31 年度を事業期間とする浜市小学校の災害復旧事業の用地造成工事について、スロープ設置及び排水対

策等に係る工事費を追加計上したものが主なものである。

第４回臨時会（５月28日）可決議案
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▲大曲小西校門道路

1、通学路の再点検で児童・生
徒の安全を確保せよ

2、市民に防災士育成の研修を
実施し、防災・減災の意識
を高め、災害に強いまちづ
くりを目指せ

3、「道路通報システム」の整備
で安全・安心な市民の道路
を目指せ

土井　光正 議員

Q
A 通
学
路
の
見
守
り
強
化
へ
再
点
検
を

視
点
を
変
え
改
め
て
調
査
点
検
す
る

　
　
　
　

①
大
津
市
の
事
故

等
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
の
視
点
を
変
え
た
通
学
路

の
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
点
検

に
よ
る
危
険
箇
所
の
解
消
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
交
差
点
で
多
発
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
の
自
転
車
事
故

に
対
す
る
走
行
マ
ナ
ー
や
安

全
研
修
等
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

Q

③
自
転
車
と
歩
行
者
の
接
触

に
よ
る
死
傷
事
故
で
高
額
化

す
る
賠
償
に
つ
い
て
全
国
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

自
転
車
利
用
者
に
自
転
車
保

険
加
入
等
の
東
松
島
市
自
転

車
条
例(

仮
称)

を
規
定
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

市
長　

①
事
故
を
教

訓
と
し
て
、
視
点
を

変
え
て
改
め
て
調
査
確
認
を

行
っ
て
い
く
。
子
供
や
関
係

A

者
へ
対
し
て
身
の
回
り
の
危

険
の
察
知
や
心
構
え
な
ど
、

安
全
防
御
の
意
識
付
け
も
図

る
。
鳴
瀬
未
来
中
学
校
や
鳴

瀬
桜
華
小
学
校
ま
で
の
歩
道

整
備
で
危
険
の
解
消
に
努
め

る
。

②
小
学
３
年
生
以
上
に
模
擬

道
路
で
体
験
学
習
等
や
中
学

校
で
講
話
と
実
技
で
自
転
車

走
行
の
マ
ナ
ー
や
安
全
に
つ

い
て
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

③
自
転
車
の
横
断
歩
道
で
の

押
し
歩
き
等
の
交
通
ル
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
学
校
や
幼
稚

園
等
、
さ
ら
に
一
般
の
方
々

に
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
で
呼
び
か
け
徹
底
し
て
き

た
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動

を
継
続
し
、
事
故
防
止
に
取

り
組
む
。

　

ま
た
、
自
転
車
利
用
に
係

る
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
に

つ
い
て
は
、
市
民
に
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
県
内
各
自

治
体
の
取
組
状
況
等
も
調
査

し
検
討
す
る
。

①通学路の再点検で児童・生徒の安全を確保せよ
②市民に防災士育成の研修を実施し、防災・減災の意識を高め、
　災害に強いまちづくりを目指せ
③「道路通報システム」の整備で安全・安心な市民の道路を目指せ
� 土井　光正　P 6
①金融教育について

　熊谷　昌崇　P 7
①令和の果樹の花里づくりについて
②幼児教育・保育の無償化について
③東松島市行政組織規則等の見直しについて

　石森　晃寿　P 7
①深谷地区ほ場整備事業計画変更ならびに北赤井地区市道拡幅整
　備計画を問う

　齋藤　徹　P 8
①学校への携帯・スマホの持ち込みについて伺う
②通学時の安全確保について伺う
� 阿部としゑ　P 8
①教育振興について問う
②柳の目地区開発事業を問う
� 五ノ井　惣一郎　P 9
①県立都市公園矢本海浜緑地整備の充実を図れ
②キャッシュレス化に伴う市民の利用拡大施策を問う
� 上田　勉　P 9
①教育方針、学校運営を問う
②観光資源の発信力を高めよ

小野　惠章　P10
①新天皇新皇后両陛下のご即位を祝う祝賀行事について
②自治会集会所のエアコン設置に際して、予算組みをする考えは
③スマホ依存による諸問題について
④ＡＩ時代に対応できる人材育成について
� 櫻井　政文　P10
①学校給食残渣の資源化について
②総合案内受付の設置について
� 手代木　せつ子　P11
①子供の命と健康を守ろう

滝　健一　P11
①市営住宅の管理・運営について
②防災盛り土の保全等について

長谷川　博　P12
①「働き方改革」により、行政経営にどう反映させるか

佐藤　富夫　P12
①産業部所管に関わる取り組みを問う
②新教育長の所見を伺う

小野　幸男　P13

14 議員が市政をただす
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14議員が
市政をただす
一般質問は、議員が本市の一般事務に関す
る質問を行ったり、政策提言を行うことな
どを言います。議論の様子は録画中継でも
ご覧になれます。

議会中継はこちらから
検索東松島市議会映像

http://www.higashimatsushima-city.stream.jfit.co.jp/



▲水戸偕楽園をイメージした令和の果樹の花里づくり

1、令和の果樹の花里づくりに
ついて

2、幼児教育・保育の無償化に
ついて

3、東松島市行政組織規則等の
見直しについて

石森　晃寿 議員

Q
A 令
和
の
果
樹
の
花
里
づ
く
り

偕
楽
園
を
手
本
に
試
験
栽
培
を
実
施

　
　
　
　

市
で
所
有
す
る
野

蒜
地
区
の
被
災
元
地

の
有
効
利
用
に
つ
い
て
、

「
令
和
の
果
樹
の
花
里
づ
く

り
」
と
銘
打
っ
て
、
令
和
元

年
に
ふ
さ
わ
し
い
壮
大
な
構

想
を
始
動
さ
せ
た
手
腕
は
、

市
長
に
敬
意
を
表
す
る
。
そ

の
壮
大
な
構
想
が
具
現
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
、

観
光
、
農
産
加
工
等
の
経
済

効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
以

Q

下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
こ
の
構
想
を
具
現
化
す
る

に
は
、
財
源
が
必
要
に
な
る

が
、
国
や
県
の
支
援
は
あ
る

か
。
ま
た
、
具
現
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
経

済
効
果
が
考
え
ら
れ
る
か
。

②
11
月
に
果
樹
の
試
験
栽
培

を
実
施
し
、
一
定
期
間
の
後
、

果
樹
の
種
類
が
確
定
す
る
と

思
う
が
、
そ
の
後
は
、
民
間

に
事
業
主
体
を
移
す
の
か
。

　
　
　

市
長　

①
こ
の
構
想

の
実
現
に
向
け
て
は
、

一
定
の
財
源
が
必
要
と
な
る

中
で
、
国
や
県
等
か
ら
財
源

面
で
の
協
力
を
得
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
経
済
効
果
に
つ
い
て

は
、
観
光
面
で
、
花
の
活
用

と
し
て
、
水
戸
偕
楽
園
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
梅
祭
り
な
ど
、

果
実
の
活
用
と
し
て
は
、
果

実
の
摘
み
取
り
体
験
や
加
工

A

体
験
な
ど
に
よ
り
、
一
層
の

交
流
人
口
増
加
を
図
り
た
い
。

②
11
月
頃
に
果
樹
の
試
験
栽

培
を
行
っ
て
い
く
。

　

当
面
は
市
が
主
体
と
な
っ

て
事
業
を
進
め
る
が
、
そ
の

後
は
、
管
理
運
営
を
行
う
事

業
所
や
農
業
者
の
参
画
が
必

要
と
考
え
て
お
り
私
と
し
て

も
近
隣
の
事
業
所
等
へ
の
説

明
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

▲金融教育

1、金融教育について

熊谷　昌崇 議員

Q
A 金
融
教
育
に
つ
い
て

新
し
い
知
識
の
学
習
も
検
討
す
る

　
　
　
　

５
月
22
日
に
、
金

融
庁
の
審
議
会
が
資

産
寿
命
に
つ
い
て
の
指
針
案

を
ま
と
め
た
。
人
生
１
０
０

年
時
代
と
も
言
わ
れ
る
長
寿

社
会
に
お
い
て
、
ど
の
様
に

資
産
を
蓄
え
れ
ば
良
い
の
か

に
つ
い
て
、
長
寿
化
に
合
わ

せ
て
資
産
の
寿
命
を
延
ば
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
要
す
る
に
平
均
年
齢

が
伸
び
て
い
る
の
だ
か
ら
、

Q

老
後
の
生
活
費
を
考
え
る
べ

き
と
の
提
言
と
思
わ
れ
る
。

欧
米
各
国
は
中
学
生
の
年
齢

か
ら
義
務
教
育
の
一
環
と
し

て
金
融
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
終
身
雇

用
が
崩
壊
し
て
い
き
、
仕
事

も
A
I
の
導
入
に
よ
り
根
本

的
に
仕
事
の
形
が
激
変
し
て

い
る
時
代
に
お
い
て
、
生
き

抜
く
た
め
に
は
必
須
の
知
識

と
思
う
が
い
か
に
。

　
　
　

教
育
長　

文
部
科
学

省
に
お
い
て
は
、
平

成
29
年
３
月
に
告
示
し
た
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
学
習
指

導
要
領
に
お
い
て
、
経
済
に

関
連
し
た
内
容
と
し
て
、
買

物
の
仕
組
み
、
消
費
者
の
役

割
、
個
人
や
企
業
の
経
済
活

動
に
お
け
る
役
割
と
責
任
等

を
示
し
て
い
る
。

　

指
導
実
例
と
し
て
は
、
中

学
校
社
会
科
の
う
ち
公
民
に

A

お
い
て
、
価
格
の
動
き
、
消

費
者
の
保
護
、
租
税
の
意
義

に
関
わ
る
学
習
と
共
に
、
最

近
に
お
け
る
金
融
経
済
の
動

き
等
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
新

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
小
・
中
学
校
の
家
庭

科
や
中
学
校
社
会
科
等
の
学

習
と
関
連
さ
せ
て
、
今
後
も

経
済
状
況
を
含
め
な
が
ら
新

し
い
知
識
の
学
習
も
組
み
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

東松島市議会だより　No.53

一 般 質 問

7



1、深谷地区ほ場整備事業計画
変更ならびに北赤井地区市
道拡幅整備計画を問う

齋藤　徹 議員

Q
A 深
谷
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
係
る
諸
般
を
問
う

二
地
区
分
割
で
計
画
の
早
期
完
了
を
目
指
す

　
　
　

　
①
深
谷
地
区
は
ほ

場
整
備
事
業
は
、
令

和
２
年
度
の
事
業
採
択
が
見

送
ら
れ
、
令
和
３
年
度
以
降

に
事
業
採
択
の
予
定
で
あ
る

が
、
本
件
の
基
盤
整
備
関
連

経
営
体
育
成
等
促
進
計
画
書

作
成
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
た

要
因
で
あ
る
地
域
内
で
の
合

意
形
成
の
詳
細
は
。

②
今
後
、
本
計
画
の
進
展
が

見
ら
れ
た
場
合
の
地
域
関
係

Q

者
へ
の
説
明
会
の
開
催
等
、

本
市
と
し
て
の
対
応
は
。

　

協
力
的
姿
勢
を
み
せ
て
い

た
地
域
関
係
者
を
当
初
困
惑

さ
せ
た
平
成
31
年
４
月
４
日

の
説
明
か
ら
の
手
法
改
善
は
。

③
北
赤
井
地
区
の
市
道
拡
幅

整
備
計
画
の
深
谷
地
区
約
１
．

７
㎞
分
へ
の
影
響
と
、
県
道

拡
幅
分
約
２
．
５
㎞
分
、
合

計
約
４
．
７
㎞
の
計
画
等
へ

の
変
更
、
修
正
は
。

　
　
　
市
長
　
①
本
事
業
が

事
業
採
択
を
受
け
る

た
め
に
は
、
国
の
政
策
で
あ

る
農
業
の
競
争
力
強
化
に

沿
っ
て
、
全
農
地
の
80
％
以

上
の
集
積
や
高
収
益
作
物
の

導
入
等
も
含
め
、
基
盤
整
備

関
連
経
営
体
育
成
等
促
進
計

画
書
に
ま
と
め
る
が
、
石
巻

市
が
中
心
と
な
り
、
計
画
書

を
作
成
し
て
い
る
。
石
巻
市

に
お
い
て
、
と
り
ま
と
め
に

A

時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
遅

れ
が
生
じ
た
も
の
と
確
認
し

て
い
る
。

　

既
に
、
広
渕
地
区
及
び
新

田
赤
井
上
区
地
区
の
２
地
区

に
分
割
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
の
で
、
計
画
の
迅
速

化
と
早
期
完
了
を
目
指
す
。

②
今
後
の
対
応
は
、
県
、
石

巻
市
、
土
地
改
良
区
と
協
議

し
実
施
に
努
め
る
。

③
本
計
画
の
事
業
費
は
膨
大
。

国
、
県
と
の
調
整
を
図
る
た

め
、
人
脈
、
政
治
力
を
活
か

し
、
本
計
画
を
強
力
に
推
し

進
め
る
。

▲ルールを守って適切な使い方を

1、学校への携帯・スマホの持
ち込みについて伺う

2、通学時の安全確保について
伺う

阿部としゑ 議員

Q
A 学
校
へ
の
携
帯
ス
マ
ホ
の
持
ち
込
み

許
可
申
請
で
持
ち
込
み
を
認
め
る

　
　
　

　
小
中
学
校
で
携
帯

や
ス
マ
ホ
を
持
つ
人

は
増
え
て
い
る
。
全
国
的
に

学
校
に
持
ち
込
む
こ
と
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
賛

否
両
論
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
市
の
小
中
学
校
へ
の
携

帯
・
ス
マ
ホ
の
持
ち
込
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　

携
帯
、
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
る
人
の
数
、
ま
た
学
校
へ

Q

持
ち
込
ん
で
い
る
人
の
数
は
。

　

ス
マ
ホ
は
高
額
で
あ
る
が

辞
書
代
わ
り
で
便
利
。
何
か

あ
っ
て
も
家
族
に
す
ぐ
に
連

絡
で
き
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
。

　

一
方
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
友
達
や
仲
間
を
誹
謗

中
傷
し
た
り
の
デ
メ
リ
ッ
ト

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

問
題
は
な
い
か
。
学
校
へ
の

持
ち
込
み
を
本
市
で
は
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

　
　
　

教
育
長　

携
帯
・
ス

マ
ホ
を
持
っ
て
い
る

人
全
児
童
２
，
０
５
２
人
の

う
ち
、
６
７
４
人
、
中
学
全

生
徒
１
，
０
９
１
人
の
う
ち

７
４
３
人
。
保
護
者
か
ら
の

申
請
に
よ
り
許
可
さ
れ
持
ち

込
ん
で
い
る
小
学
生
は
２
１

８
人
、
中
学
生
で
40
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
で
ト
ラ
ブ
ル
は

小
学
校
で
７
件
、
中
学
校
で

A

９
件
の
報
告
が
あ
る
。
ラ
イ

ン
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
大
部
分
で
、
悪
口
の

書
き
込
み
や
無
断
で
の
写
真

画
像
拡
散
と
な
っ
て
い
る
。

　

ス
マ
ホ
の
持
ち
込
み
に
つ

い
て
、
教
職
員
と
保
護
者
の

話
し
合
い
の
中
で
対
応
し
て

い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、

下
校
時
の
保
護
者
へ
の
連
絡

や
不
審
者
に
遭
遇
し
た
場
合

の
防
犯
対
策
。
保
護
者
か
ら

の
許
可
申
請
に
よ
り
、
持
ち

込
み
を
認
め
る
。
朝
に
職
員

室
に
預
け
下
校
時
に
受
け
取

る
な
ど
の
継
続
を
す
る
。

▲次世代のためにほ場整備計画の早期採択を目指せ

14 議員が市政をただす
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1、教育振興について問う
2、柳の目地区開発事業を問う

五ノ井惣一郎 議員

Q
A 柳
の
目
地
区
開
発
事
業
を
伺
う

関
係
機
関
と
協
議
、
実
現
に
努
力
す
る

　
　
　
　
石
巻
地
方
拠
点
地

域
基
本
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
た
地
区
が
、
石
巻

市
境
の
赤
井
南
二
地
区
面
積

17
．
３
ha
の
市
街
化
区
域
へ

の
編
入
を
保
留
す
る
地
区
が

あ
る
。
柳
の
目
地
区
の
仙
石

線
の
南
側
は
本
市
最
後
の
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
が
終
わ

り
西
側
は
太
陽
光
発
電
が
建

設
さ
れ
た
。
石
巻
西
高
向
か

い
の
赤
井
南
二
地
区
は
、
震

Q

災
後
、
大
手
企
業
か
ら
地
元

地
権
者
に
幾
度
か
進
出
の
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
市
境

は
道
路
の
拡
幅
が
進
み
、
石

巻
合
同
庁
舎
、
石
巻
港
イ
ン

タ
ー
、
あ
ゆ
み
野
駅
が
あ
り
、

赤
井
東
部
の
土
地
利
用
は
著

し
い
。
今
後
の
赤
井
南
二
地

区
の
土
地
利
用
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

当
地
区
は
平

成
29
年
２
月
27
日
、

柳
の
目
地
区
開
発
推
進
委
員

A

会
か
ら
、
農
業
振
興
地
域
設

定
解
除
お
よ
び
地
区
計
画
に

基
づ
く
開
発
推
進
に
つ
い
て

の
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
、

民
間
事
業
者
か
ら
開
発
し
た

い
旨
の
意
向
が
示
さ
れ
具
現

化
に
向
け
た
対
応
を
し
て
い

る
。
平
成
30
年
３
月
29
日
付

け
で
宮
城
県
知
事
の
同
意
を

得
て
石
巻
地
方
拠
点
地
域
基

本
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

当
該
民
間
業
者
と
開
発
に
向

け
た
協
議
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
他
の
民
間
業
者
の
開

発
構
想
も
含
め
相
談
等
対
応

し
て
い
る
。
赤
井
南
二
地
区

は
事
業
化
に
極
め
て
適
し
て

お
り
、
人
口
減
少
対
策
と
地

方
創
生
が
図
ら
れ
る
土
地
と

考
え
、
石
巻
地
方
拠
点
地
域

基
本
計
画
へ
の
位
置
付
け
、

線
引
き
見
直
し
に
お
け
る
一

般
保
留
地
区
に
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
接
続
す
る
市

道
整
備
も
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
事
業
者
や
関

係
機
関
と
協
議
等
を
行
い
実

現
に
向
け
努
力
す
る
。

▲柳の目赤井南二地区

▲整備が急がれるパークゴルフ場

1、県立都市公園矢本海浜緑地
整備の充実を図れ

2、キャッシュレス化に伴う市
民の利用拡大施策を問う

上田　勉 議員

Q
A 矢
本
海
浜
緑
地
整
備
の
充
実
を
図
れ

要
望
等
は
予
算
化
し
早
急
に
対
応
す
る

　
　
　
　

一
、
県
が
整
備
し

市
が
指
定
管
理
す
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
施
設
整

備
と
運
用
要
領
お
よ
び
コ
ー

ス
管
理
に
つ
い
て
。

二
、
県
の
運
営
す
る
海
浜
公

園
の
施
設
の
運
営
と
規
模
拡

大
に
つ
い
て
。

三
、
消
費
税
引
き
上
げ
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入

に
伴
う
市
民
の
利
便
性
拡
大

に
つ
い
て
。

Q

　
　
　
市
長　

一
―
①
コ
ー

ス
表
示
や
日
よ
け

対
策
、
利
用
者
か
ら
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
箇
所
な
ど
は
、

補
正
予
算
等
で
早
急
に
対
応

す
る
。
芝
生
、
コ
ー
ス
管
理

を
含
め
施
設
の
適
正
な
管
理

運
営
に
努
め
る
。

②
現
時
点
で
使
用
料
の
減
免

は
行
わ
な
い
。
回
数
券
の
販

売
は
６
月
以
降
開
始
す
る
。

A

ま
た
、
夕
方
な
ど
の
短
時
間

利
用
割
引
料
金
を
導
入
す
る

市
民
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

大
会
の
減
免
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
す
る
。

二
、
遊
具
広
場
、
芝
生
等
全

体
と
し
て
、
震
災
前
よ
り
縮

小
さ
れ
て
い
る
。

　

週
１
回
の
休
園
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
施
設
の
不
具
合
等
公

園
施
設
全
体
の
拡
大
・
管
理

内
容
等
改
善
す
べ
き
事
項
が

多
い
。
議
会
と
共
に
地
元
髙

橋
県
議
を
通
じ
、
要
望
活
動

を
継
続
す
る
。

三
、
国
の
端
末
設
置
等
へ
の

補
助
制
度
で
あ
り
、
県
で
は
、

中
小
規
模
事
業
者
む
け
セ
ミ

ナ
ー
等
開
催
し
、
普
及
拡
大

に
努
め
て
い
る
。

　

市
役
所
内
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
利
便
性
向
上
、
税
収
納
率

向
上
等
が
見
込
ま
れ
る
の
で

先
行
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
等
も
調
査
し
、
前
向
き
に

検
討
す
る
。
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1、教育方針、学校運営を問う
2、観光資源の発信力を高めよ

小野　惠章 議員

Q
A 観
光
資
源
の
発
信
力
を
高
め
よ

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
改
善
す
る

　
　
　
　

タ
イ
ム
リ
ー
な
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

や
観
光
施
設
の
案
内
板
等
の

設
置
が
、
適
切
に
行
わ
れ
て

い
な
い
。
お
も
て
な
し
の
心

に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。

①
市
の
Ｈ
Ｐ
の
更
新
は
。

②
観
光
施
設
の
案
内
板
や

ル
ー
ト
表
示
の
看
板
は
十
分

か
。

③
観
光
客
入
込
み
調
査
は
。

④
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

Q

方
針
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
。

⑤
学
力
向
上
の
取
り
組
み
は
。

⑥
不
登
校
の
解
消
は
。

⑦
望
ま
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
在
り
方
は
。

⑧
教
職
員
の
働
き
方
改
革
は
。

　
　
　
市
長　

①
掲
載
情
報

を
確
認
し
、
更
新

等
を
早
急
に
行
う
よ
う
指
示

し
た
。
本
市
の
情
報
発
信
、

動
画
の
充
実
と
向
上
に
努
め

る
。 A

②
稲
ヶ
崎
公
園
に
観
光
名
称

方
位
盤
を
設
置
す
る
。
鷹
来

の
森
運
動
公
園
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、
オ
ル
レ
等
の
拠
点

の
看
板
や
道
路
表
示
は
、
重

点
的
に
整
備
し
て
い
く
。
県

と
調
整
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
の
外
国
語
標
記
等
も
含

め
「
お
も
て
な
し
の
心
」
に

努
め
る
。
③
関
係
者
へ
有
効

活
用
を
促
す
。
県
の
施
策
に

反
映
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

　
　
　

教
育
長　

④
教
育
が

充
実
し
て
い
る
ま
ち

を
つ
く
る
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
教
育
の
実
現
を
進
め

て
い
く
。
⑤
学
力
調
査
で
、

県
平
均
を
上
回
る
こ
と
を
目

指
し
取
り
組
む
。
⑥
不
登
校

対
策
は
、
喫
緊
の
課
題
と
認

識
⑦
「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
調
査
研
究
事
業
」
を
継
続

推
進
し
、
支
援
を
強
化
す
る
。

⑧
「
市
立
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
た
め
の
業
務
改

善
取
組
方
針
」
の
策
定
を
、

現
在
進
め
て
い
る
。

A

▲「スマホ依存症」対策は急務 !!

1、新天皇新皇后両陛下のご即
位を祝う祝賀行事について

2、自治会集会所のエアコン設
置に際して、予算組みをす
る考えは

3、スマホ依存による諸問題に
ついて

4、ＡＩ時代に対応できる人材
育成について

櫻井　政文 議員

Q
A ス
マ
ホ
依
存
に
よ
る
諸
問
題
は

ス
マ
ホ
の
弊
害
解
消
に
努
め
る

　
　
　
　
①
新
天
皇
新
皇
后

陛
下
の
ご
即
位
を
祝

う
祝
賀
行
事
を
企
画
さ
れ
た

ら
い
か
が
か
②
自
治
会
集
会

所
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
で
あ
る
が
、
エ
ア
コ
ン
の

な
い
酷
暑
期
の
集
会
所
は
耐

え
難
い
も
の
が
あ
る
。
エ
ア

コ
ン
設
置
に
際
し
て
予
算
組

み
を
す
る
考
え
は
③
ス
マ
ホ

依
存
に
よ
る
学
力
や
視
力
の

低
下
、
歩
き
ス
マ
ホ
の
事
故
、

Q

友
人
同
志
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

諸
問
題
に
つ
い
て
問
う
。

ア
ス
マ
ホ
が
学
力
や
脳
発
達

に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
の

見
解
は
イ
ス
マ
ホ
と
い
じ
め
、

不
登
校
、
自
殺
と
の
因
果
関

係
に
つ
い
て
④
Ａ
Ｉ
時
代
に

対
応
で
き
る
人
材
育
成
に
つ

い
て
伺
う
。
ア
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
指
導
者
の
育
成
イ
読
解

力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
ウ
理

数
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　
市
長
・
教
育
長　

①

市
役
所
庁
舎
等
に
祝

意
を
表
す
る
国
旗
の
掲
揚
を

行
う
。
祝
賀
行
事
は
国
や
県
、

他
自
治
体
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
今
後
検
討
す
る
②
自
治

会
の
皆
様
が
知
恵
を
出
し
な

が
ら
自
治
会
で
の
設
置
を
検

討
し
て
頂
き
た
い
③
教
育
委

員
会
と
し
て
ス
マ
ホ
の
使
用

は
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
望
ま
し
い
使
い
方
に
つ

A

い
て
校
長
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と

連
携
し
、
児
童
生
徒
へ
の
指

導
と
保
護
者
へ
の
啓
発
に
取

り
組
む
。
ス
マ
ホ
が
子
供
の

ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
実
情
が
あ
る
④

研
修
に
よ
り
、
教
職
員
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
指
導

力
向
上
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
読
解
力
向
上
は
各

教
科
に
お
け
る
言
語
活
動
を

通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
学
校
理
科
の
専
科
教
員
の

配
置
も
含
め
、
理
数
へ
の
興

味
を
も
た
せ
る
。

▲新教育長志小田氏に問う

14 議員が市政をただす

10令和元年８月1日発行



い
て
校
長
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と

連
携
し
、
児
童
生
徒
へ
の
指

導
と
保
護
者
へ
の
啓
発
に
取

り
組
む
。
ス
マ
ホ
が
子
供
の

ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
実
情
が
あ
る
④

研
修
に
よ
り
、
教
職
員
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
指
導

力
向
上
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
読
解
力
向
上
は
各

教
科
に
お
け
る
言
語
活
動
を

通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
学
校
理
科
の
専
科
教
員
の

配
置
も
含
め
、
理
数
へ
の
興

味
を
も
た
せ
る
。

1、学校給食残渣の資源化につ
いて

2、総合案内受付の設置につい
て

手代木せつ子 議員

Q
A 学
校
給
食
残ざ

ん

渣さ

の
資
源
化
に
つ
い
て

肥
料
化
し
学
校
花
壇
や
菜
園
に
再
利
用

　
　

　
　
一
、
本
市
の
平
成

30
年
度
末
に
お
け
る

各
小
・
中
学
校
の
給
食
残
食

率
は
、
平
均
12
．
63
％
で
あ

る
こ
と
を
知
り
驚
愕
し
た
。

①
学
校
に
よ
り
残
食
率
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
理
由
は
。

②
学
校
給
食
の
調
理
く
ず
や

食
べ
残
し
を
堆
肥
化
し
、
学

校
現
場
に
お
け
る
「
環
境
学

習
」、
ま
た
地
域
の
方
々
を

巻
き
込
ん
だ
「
協
働
教
育
」

Q

に
発
展
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

二
、
本
庁
舎
に
は
総
合
案
内

受
付
が
な
い
。
東
松
島
市
の

顔
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
た
場
合
、
玄
関
に
案
内

受
付
を
設
置
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
教
育
長
　
一
、
①
残

食
率
10
％
未
満
の
学

校
は
小
学
校
２
校
、
中
学
校

１
校
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
の
取
組
と

A

し
て
「
児
童
生
徒
の
体
格
や

体
調
に
合
わ
せ
て
配
膳
し
て

い
る
こ
と
」
や
「
児
童
委
員

会
活
動
で
残
食
を
少
な
く
す

る
よ
う
子
供
ど
う
し
が
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
」

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営
・
維
持
管
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
に
委

託
し
て
い
る
。

　

給
食
残
渣
に
つ
い
て
は
仙

台
市
内
に
あ
る
事
業
者
に
お

い
て
飼
料
化
し
再
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
学
校
給
食
を
通

じ
て
食
や
環
境
を
考
え
、
物

を
大
切
に
す
る
子
供
を
育
て

る
視
点
に
立
ち
今
後
残ざ

ん

渣さ

の

一
部
は
肥
料
化
し
、
学
校
の

花
壇
や
菜
園
等
に
再
利
用
し

て
い
く
。

　
　
　

市
長　

二
、
市
民
課

を
中
心
に
調
整
を
進

め
て
い
て
、
７
月
１
日
か
ら

入
口
付
近
に
設
置
す
る
。
ま

た
教
育
委
員
会
や
福
祉
事
務

所
へ
の
経
路
表
示
も
行
う
。

A

▲子供の安全確保は、安全安心な社会の要

1、子供の命と健康を守ろう

滝　　健一 議員

Q
A 子
供
の
命
と
健
康
を
守
る
施
策
は

危
険
回
避
行
動
の
指
導
を
強
化

　
　
　
　
①
子
供
の
「
命
と

健
康
」
を
守
る
課
題

の
解
決
と
逆
行
す
る
よ
う
な

現
実
の
広
が
り
が
あ
る
。
東

松
島
市
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
広
が
り
を
抑
え
、
命
と

健
康
を
守
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
常
に
追
求
す
る
施
策

を
伺
う
。

②
宮
城
県
と
県
教
育
委
員
会

は
、
川
崎
市
で
の
小
学
生
ら

20
人
に
及
ぶ
殺
傷
事
件
で
県

Q

内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
な

ど
に
、
児
童
生
徒
の
通
学
時

の
安
全
確
保
の
徹
底
を
求
め

た
。
受
け
止
め
方
を
伺
う
。

③
中
央
教
育
審
議
会
は
１
月
、

子
供
の
登
下
校
の
見
守
り
は

「
学
校
以
外
が
担
う
べ
き
業

務
」
と
提
言
。
子
供
た
ち
の

安
全
を
守
る
た
め
地
域
の
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
知
恵
を
結
集
す
る
必
要
が

あ
る
。
進
め
方
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
市
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議

会
で
会
議
や
研
修
を
通
じ
、

予
防
策
を
講
じ
る
。
ま
た
、

市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

③
市
防
犯
交
通
安
全
関
係
団

体
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

や
防
犯
設
備
等
の
設
備
な
ど

地
域
の
力
を
頂
き
、
市
全
体

で
の
取
組
を
進
め
る
。

A

　
　
　

教
育
長　

①
教
員
が

子
供
の
些さ

細さ
い

な
異
変

も
見
逃
さ
ず
き
め
細
か
な
対

応
が
必
要
。

　

学
校
家
庭
、
地
域
が
連
携

し
、
全
体
で
迅
速
、
効
果
的

に
対
応
す
る
。

②
各
学
校
に
防
犯
体
制
等
の

再
確
認
。

　

関
係
期
間
と
の
連
携
を
図

り
児
童
生
徒
の
危
険
回
避
行

動
を
指
導
強
化
す
る
。

③
住
民
の
視
点
等
を
学
校
運

営
協
議
会
な
ど
に
集
約
し
、

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
見
守
り
に
繋
げ
る
。

A

▲給食大好き！おいしいね !!

東松島市議会だより　No.53

一 般 質 問

11



1、市営住宅の管理・運営につ
いて

2、防災盛り土の保全等につい
て

長谷川　博 議員

Q
A 災
害
住
宅
の
公
募
、
今
後
の
管
理
は

年
４
回
募
集
、
令
和
３
年
直
接
管
理

　
　
　
本
市
の
災
害
公
営
住

宅
は
30
年
度
地
区
で
、

17
地
区
１
，
１
０
１
戸
の
整

備
を
完
了
し
た
。

①
入
居
率
、
空
き
室
の
状
況

お
よ
び
今
後
の
入
居
募
集
は
。

②
一
方
、
老
朽
化
し
た
既
存

住
宅
の
移
転
・
集
約
は
ど
の

よ
う
に
。

③
今
後
の
市
営
住
宅
管
理
の

手
法
は
。

Q

　
　
　

市
長　

①
全
体
１
，

１
０
１
戸
に
対
し
て
、

被
災
者
の
入
居
は
１
，
０
３

１
戸
、
94
％
で
他
自
治
体
よ

り
高
い
。

　

空
き
住
戸
は
50
戸
。
６
月

の
定
期
募
集
で
13
戸
決
定
、

残
り
は
37
戸
。

　

今
後
、
一
般
公
募
は
年
４

回
定
期
募
集
を
実
施
。

②
既
存
住
宅
は
３
９
９
戸
で

入
居
は
２
８
４
戸
。

A

　

老
朽
化
が
激
し
い
小
松
、

牛
網
別
当
住
宅
は
将
来
的
に

用
途
廃
止
す
る
。

　

同
所
で
移
転
希
望
者
に
は

災
害
公
営
住
宅
の
空
き
住
戸

を
斡
旋
す
る
。

③
住
宅
管
理
の
委
託
契
約
が

終
了
す
る
令
和
３
年
か
ら
全

住
戸
を
市
直
接
管
理
に
戻
す
。

　

委
託
料
の
縮
減
と
、
修
繕

を
市
内
業
者
に
委
託
し
、
地

域
活
性
化
を
図
る
。

　

入
居
者
と
職
員
の
直
接
や

り
と
り
で
、
各
種
対
応
の
迅

速
化
を
図
る
。

▲入居率は 94％と高い
令和３年からは市が全戸を直接管理

▲（上下段写真とも）柳の目西住宅▲働き方改革は、本市の行財政運営に有効、強力に進めよ

1、「働き方改革」により、行政
経営にどう反映させるか

佐藤　富夫 議員

Q
A 「
働
き
方
改
革
」
を
ど
う
行
政
に
反
映

指
摘
の
主
旨
に
よ
り
推
進
す
る

　
　
　
　
表
題
は
、
少
子
高

齢
・
増
高
す
る
社
会

保
障
・
労
働
人
口
の
減
少
な

ど
深
刻
な
社
会
問
題
に
対
す

る
一
方
策
と
し
て
法
整
備
さ

れ
た
も
の
。
働
き
方
改
革
は

市
の
行
財
政
改
革
と
リ
ン
ク

す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
行
く
か
。

①
非
正
規
雇
用
者
は
２
０
２

０
年
度
か
ら
、
１
年
更
新
に

よ
り
正
規
職
員
と
な
る
。
そ

Q

の
扱
い
と
経
費
の
手
当
に

つ
い
て
。
②
職
員
の
中
に

は
、
法
外
な
時
間
を
越
え
る

等
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に

つ
い
て
。
③
柔
軟
な
働
き
方

の
出
来
る
環
境
づ
く
り
と
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
。
④

業
務
遂
行
能
力
と
正
規
職
員

の
適
正
な
待
遇
。
⑤
主
旨
徹

底
を
さ
せ
る
た
め
の
今
後
の

方
策
に
つ
い
て
。
を
問
う
。

　
　
　
市
長　

①
法
の
改
正

に
よ
り
、
期
末
手
当
、

通
勤
手
当
等
も
生
じ
約
１
億

２
千
万
円
の
経
費
増
と
な
る
。

職
責
業
務
設
定
と
国
へ
経
費

負
担
を
求
め
る
。
②
時
間
外

労
働
の
上
限
設
定
を
し
適
正

管
理
と
特
定
の
職
員
の
負
担

と
な
ら
ぬ
よ
う
、
平
準
化
を

目
指
す
。
③
効
果
的
・
効
率

的
な
業
務
遂
行
を
す
る
た
め

の
職
場
環
境
作
り
目
標
お
よ

A

び
時
間
外
勤
務
の
縮
減
目
標

を
定
め
取
組
み
つ
つ
あ
る
。

④
人
事
評
価
制
度
に
よ
り
、

職
員
の
意
欲
と
業
務
遂
行
能

向
上
に
努
め
る
。
待
遇
に
つ

い
て
も
同
制
度
を
活
用
す

る
。
④
働
き
方
改
革
は
市
の

行
政
経
営
の
推
進
に
極
め
て

有
効
な
方
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
職
員
研
修
は
必

要
で
あ
る
。
指
摘
の
主
旨
を

踏
ま
え
て
働
き
方
改
革
に
よ

る
、
行
財
政
運
営
を
推
進
す

る
。

12令和元年８月1日発行

14 議員が市政をただす



1、産業部所管に関わる取り組
みを問う

2、新教育長の所見を伺う

小野　幸男 議員

Q
A 産
業
部
所
管
と
新
教
育
長
に
つ
い
て

重
点
的
な
取
り
組
み
推
進
に
努
め
る

　
　
　
　
①
あ
さ
り
漁
場
の

カ
キ
殻
再
利
用
と
使

用
済
竹
の
処
分
に
つ
い
て
。

②
野
蒜
・
宮
戸
地
区
の
観
光

地
全
体
の
環
境
整
備
と
観
光

特
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

③
あ
お
み
な
の
研
修
施
設
の

利
用
拡
大
に
つ
き
、
今
後
利

用
者
増
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
伺
う
。

④
東
京
都
千
代
田
区
立
麹
町

中
学
校
の
工
藤
勇
一
校
長
の

Q

学
校
の
当
り
前
を
や
め
た
教

育
改
革
に
つ
い
て
教
育
長
の

所
見
を
伺
う
。

⑤
前
任
の
工
藤
教
育
長
と
も

議
論
し
て
き
た
、
い
じ
め
問

題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

毅き

然ぜ
ん

と
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
く
教
育
長
の
方
針
を
伺

う
。

　
　
　

市
長
・
教
育
長　

①

波は

津つ

つ々

浦う
ら

、
蛤は

ま
ぐ
り

浜は
ま

は

復
旧
整
備
が
完
了
し
、
養
殖

A

再
開
に
向
け
検
討
中
で
、
東

名
長
浜
地
区
の
あ
さ
り
漁
場

は
本
年
７
月
末
に
完
成
予
定

で
鳴
瀬
支
所
に
て
管
理
を
行

う
。

　

竹
材
に
つ
い
て
は
県
と
相

談
し
て
取
り
組
む
。

②
観
光
振
興
は
極
め
て
重
要

な
の
で
、
令
和
の
果
樹
の
花

里
づ
く
り
構
想
を
中
心
に
、

野
蒜
、
宮
戸
地
区
を
特
区
に

も
匹
敵
す
る
重
点
的
な
取
り

組
み
推
進
に
努
め
る
。

③
新
規
就
農
の
農
業
者
に
限

ら
れ
て
い
た
が
、
漁
業
就
業

者
、
観
光
就
業
希
望
者
も
本

年
４
月
か
ら
利
用
可
能
に
な

り
農
業
大
学
や
Ｊ
Ａ
法
人
等

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
も
強

く
呼
び
か
け
利
用
者
を
募
る
。

④
新
た
な
視
点
で
見
直
し
た

こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
取
り

組
ん
で
改
善
し
て
い
く
姿
勢

が
大
切
と
考
え
る
。

⑤
重
点
的
課
題
と
捉
え
、
ど

こ
の
学
校
で
も
起
り
得
る
問

題
と
し
毅き

然ぜ
ん

と
対
応
す
る
。

▲一早い再開が期待される東名あさり漁場

び
時
間
外
勤
務
の
縮
減
目
標

を
定
め
取
組
み
つ
つ
あ
る
。

④
人
事
評
価
制
度
に
よ
り
、

職
員
の
意
欲
と
業
務
遂
行
能

向
上
に
努
め
る
。
待
遇
に
つ

い
て
も
同
制
度
を
活
用
す

る
。
④
働
き
方
改
革
は
市
の

行
政
経
営
の
推
進
に
極
め
て

有
効
な
方
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
職
員
研
修
は
必

要
で
あ
る
。
指
摘
の
主
旨
を

踏
ま
え
て
働
き
方
改
革
に
よ

る
、
行
財
政
運
営
を
推
進
す

る
。

議会運営および活動状況
令和元年2月14日以降

2 月 14 日 広報常任委員会
　　15 日 東松島市各執行機関との懇談会

　　　　　 産業建設常任委員会　
18 日 民生教育常任委員会
21 日 民生教育常任委員会
22 日 議会運営委員会

　　23 日 平成 30 年度 NPO 法人東松島市体育協会・東松島市スポーツ少年団
　　　　　 スポーツ合同表彰式

25 日 財務常任委員会、議会運営委員会
26 日 総務常任委員会
27 日 産業建設常任委員会
28 日 民生教育常任委員会、財務常任委員会

3 月　5 日 さくら（矢本西小学校）放課後児童クラブ御披露目式
　　　　　 いちご（赤井小学校）放課後児童クラブ御披露目式
　　　　　 奥松島運動公園災害復旧工事（体育館建築工事）安全祈願祭
　　　6 日 民生教育常任委員会、財務常任委員会、議会運営委員会
　　　7 日 平成 30 年度第 12 回東松島市生涯学習推進大会
　　　8 日 市内中学校 3 校卒業式

10 日 皇后陛下御歌碑除幕式
11 日 平成 31 年東日本大震災東松島市追悼式
14 日 議会運営委員会
15 日 東松島高等学校卒業式
16 日 東松島市立矢本中央幼稚園卒園式
18 日 平成 31 年度大塩婦人会総会
19 日 市内小学校８校卒業式

広報常任委員会
20 日 平成 31 年度東松島市矢本婦人会定期総会
　　 のびる幼稚園卒園式　
　　 平成 30 年度自衛隊入退予定者激励会
22 日 鳴瀬幼稚園卒園式
　　 東松島市地域産業物産加工研究会平成 31 年度総会
24 日 市営柳の目西住宅鍵引渡し式
25 日 ＳＤＧｓカードゲーム
27 日 サルビア（矢本東小学校）放課後児童クラブ御披露目式
31 日 野蒜ケ丘二丁目自治会平成 31 年度定期総会
　　 野蒜ケ丘三丁目自治会平成 31 年度定期総会

4 月　1 日 年度始めの式
　　　2 日 平成 31 年度転入教職員服務宣誓式

　3 日 平成 31 年度東松島市交通安全防犯推進協議会総会
　7 日 青いこいのぼりと春のフラワーフェスティバル
　8 日 市内中学校 3 校入学式
　　 東松島市立宮野森小学校入学式
9 日　市内小学校 7 校入学式

　10 日　鳴瀬幼稚園入園式
　　　　 東松島市民生委員児童委員協議会総会

　11 日　平成 31 年度東松島市婦人会連絡協議会総会
　　　　 東松島市立矢本中央幼稚園入園式
　　　　 のびる幼稚園入園式
　　　　 矢本はなぶさ幼稚園入園式

　12 日　平成 31 年度大曲まちづくり協議会定期総会
　　　　 広報常任委員会

　14 日　第 32 回大塩地区ふれあい花まつり
　18 日　平成 31 年度東松島市自主防災組織連絡協議会通常総会
　19 日　奥松島レーンホテルグランドオープンセレモニー
　20 日　平成 31 年度野蒜地区まちづくり協議会総会
　21 日　震災復興ガンバロウ第 21 回ヤッくん杯争奪少年野球大会
　22 日　平成 31 年度東松島市総合型地域スポーツクラブ Good すぽー

つ東松島総会
　　　　 議会運営委員会

　23 日　平成 31 年度東松島市婦人防火クラブ総会
　　　　 平成 31 年度赤井地区自治協議会総会

　24 日　平成 31 年度小野地域まちづくり協議会総会
　25 日　平成 31 年度東松島市商工会青年部通常部員総会

　　　　 平成 31 年度大塩自治協議会総会
　26 日　宮城県立都市公園矢本海浜緑地開園式

　　　　 平成 31 年度矢本西コミュニティ協議会総会
5 月　7 日 議会運営員会
　　10 日 平成 31 年度春の交通安全出動式
　　　　 総務常任委員会、民生教育常任委員会、産業建設常任委員会
　　　　 財務常任委員会、広報常任委員会

12 日 第 18 回協会長杯争奪家庭バレーボール大会
13 日 令和元年度東松島市文化協会総会および研修会
14 日 平成 31 年度東松島市観光物産協会通常総会
15 日 東松島市芸術文化振興会 2019 年度通常総会
16 日 松島基地お花見
21 日 東松島市青少年健全育成市民会議総会
22 日 第 15 回北日本古希ソフトボール大会
　　 東松島市商工会令和元年度（第 15 回）通常総代会
23 日 議会運営委員会
25 日 市内小学校 8 校運動会
27 日 平成31年度特定非営利活動法人東松島市体育協会ならびに東松島市

　　　 スポーツ少年団通常総会
28 日 総務常任委員会、民生教育常任委員会、産業建設常任委員会、広報常任委員会
29 日 宮城県土木部所管東松島市内道路および河川等の整備に関する要望会

　　　 東松島市工務店協同組合懇親会
30 日 三陸縦貫自動車道・アクセス道路建設促進期成同盟会会計監査

　　　 シルバー人材センター令和元年度定時総会
6 月　1 日 2019 第 1 回東亜チャレンジカップ　パークゴルフ国際交流大会 in 東松島
　　　2 日 令和元年度上街道フラワーアベニュー一斉植栽

　7 日 議会運営委員会

東松島市議会だより　No.5313



平成30年度 政務活動費使用状況
政務活動費とは
　政務活動費は、議員の調査研究やその他の活動に対する必要な経費の一部として、１人当たり月額 15,000
円を各会派に交付しています。各会派は、収支報告書に領収書などを添え、議長に提出することが義務付けられ
ています。残額は市に返還し、交付額を超えた支出は議員の負担となります。
　なお、市民クラブは平成３１年３月３１日をもって、解散しています。

会 派 名 人 数 交 付 額
（Ａ）

支　　 出　　 内　　 訳 支 　 出
合 　 計

（Ｂ）

返 還 額
( A ) - ( B )

会 派
負 担 額調 査

研 究 費
資 料
購 入 費

清 新 会 ５人 900,000 919,628 0 919,628 0 19,628

市 民 ク ラ ブ ５人 900,000 963,617 1,000 964,617 0 64,617

清 風・ 公 明 ７人 1,260,000 1,281,428 0 1,281,428 0 21,428

合　　　計 17 人 3,060,000 3,164,673 1,000 3,165,673 0 105,673

■用語解説
●調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究および調査委託に関する経費
●資料購入費：会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費　
※政務活動費は、市政について住民に報告するために要する経費、住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見の聴取、

住民相談等の活動に要する経費等にも充てることができます。

（円）

定
数
ほ
か
全
て
を

「
現
状
の
ま
ま
と
す
る
」

と
結
論

　

平
成
29
年
９
月
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
、
議
員
定
数

と
報
酬
等
並
び
に
政
治
倫
理

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

が
、
設
置
さ
れ
た
。

　
調
査
事
項

①
議
員
定
数
に
つ
い
て

②
議
員
報
酬
に
つ
い
て

③
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

④
市
議
会
議
員
に
関
す
る
政

治
倫
理
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
４
項
目
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
３
月
ま
で
調

査
、
検
討
、
議
論
を
重
ね
た
。

　

各
議
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
実
施
、
よ
り
深
い
議

論
に
努
め
た
委
員
間
討
議
の

結
果
、
最
終
的
に
議
員
定
数

の
み
に
つ
い
て
、
委
員
会
採

決
を
行
っ
た
。（
委
員
長
は

採
決
に
加
わ
ら
な
い
）

　
採
決
結
果

（
議
員
定
数
を
現
状
の
ま
ま

と
し
た
も
の
）

上
　
田
　
　
勉  

委
員

五
ノ
井
惣
一
郎  

委
員

齋
　
藤
　
　
徹  

委
員

長
谷
川
　
　
博  

委
員

（
議
員
定
数
を
減
と
し
た
も
の
）

大
　
橋
　
博
　
之  

委
員

阿
　
部
　
と
し
ゑ  
委
員

　

阿
部
勝
德
議
長
へ
、
定
数

ほ
か
全
て
を
「
現
状
の
ま
ま

と
す
る
」
と
委
員
会
報
告
し

た
。

　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
、

財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
増
す

こ
と
が
予
見
さ
れ
、
常
に
予

断
な
く
議
会
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

市
の
行
財
政
改
革
を
求
め

る
議
会
と
し
て
、
鏡
を
見
る

自
分
の
姿
と
し
て
、
常
に
市

民
の
負
託
に
応
え
る
姿
が
必

要
で
あ
る
。

　

本
委
員
会
で
そ
の
答
え
を

先
延
ば
し
し
た
こ
と
は
、
遺

憾
で
は
あ
る
が
今
回
の
調
査

は
、
次
な
る
議
会
改
革
の
礎

に
な
る
も
の
と
望
む
。

議
員
定
数
と
報
酬
等
並
び
に

政
治
倫
理
の
あ
り
方
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会（

定
数
７
）

委
員
長
　
小
　
野
　
惠
　
章

副
委
員
長
　
長
谷
川
　
　
　
博

  

上
　
田
　
　
　
勉

齋
　
藤
　
　
　
徹

阿
　
部
　
と
し
ゑ

五
ノ
井
　
惣
一
郎

大
　
橋
　
博
　
之

議
員
定
数
と
報
酬
等
並
び

に
政
治
倫
理
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
報
告

東松島市議会
①議員定数　18
　（平成 25 年 4 月の市議会議員一般選挙
　から）
②議員報酬（月額）
　議長　　422,000 円
　副議長　372,000 円
　議員　　348,000 円
③政務活動費
　会派（みなし会派）を対象に、1 人につき
月額 15,000 円を交付。（平成 29 年度から）
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松し
ょ
う

桜お
う
か
い会 

（
３
人
）

代
　
表 

小
野
　
幸
男

幹
事
長 

櫻
井
　
政
文

経
理（
副
議
長
）　 

小
野
　
惠
章

市し
み
ん民
クく

ら

ぶ

ラ
ブ（３

人
）

代
　
表 

佐
藤
　
富
夫

幹
事
長 

石
森
　
晃
寿

経
　
理 

齋
藤
　
　
徹

心
の
安
定
の
た
め
、
大

切
な
時
期
に
な
り
ま

す
。
議
会
は
発
言
の
場
、

是
々
非
々
の
姿
勢
と
提

言
す
る
集
団
を
目
指
し

ま
す
。

性
を
学
び
、
特
に
政
策

提
言
能
力
を
高
め
、
長

期
に
わ
た
る
議
長
出
身

会
派
と
し
て
、
前
進
あ

ら
ば
と
考
え
る
と
こ
ろ

で
す
。

活
動
し
ま
す
。

清せ
い

新し
ん

会か
い 

（
６
人
）

代
　
表 

滝
　
　
健
一

幹
事
長 

熊
谷
　
昌
崇

経
　
理 

阿
部
と
し
ゑ

 

阿
部
　
勝
德

 

長
谷
川
　
博

（
議
長
） 

大
橋
　
博
之

清せ
い 

風ふ
う

・
公こ

う
め
い明

（
５
人
）

代  

表 

五
ノ
井
惣
一
郎

副
代
表 

熱
海
　
重
徳

幹
事
長 

上
田
　
　
勉

事
務
局
長 

土
井
　
光
正

経  

理 
 

手
代
木
せ
つ
子

　
清
　
新
　
会

　
松
　
桜
　
会

　
清
　
風
・
公
　
明

　
市
民
ク
ラ
ブ

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
励
ん
で
市
政
進
展
」

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
改
革
に
取
り
組
み
続
け
る
」

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
市
民
の
声
を
大
切
に
」

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
議
会
は
発
言
の
場
！

議
論
活
発
・
政
策
集
団
目
指
す
」

　

再
び
最
大
会
派
と
な

っ
た
清
新
会
。
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
る
と
、
議

案
審
議
の
検
討
会
や
反

省
会
な
ど
で
議
会
活
動

の
一
定
の
充
実
は
図
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
政
策

立
案
等
に
関
す
る
資
質

の
向
上
は
い
ま
ひ
と
つ

で
し
た
。
会
派
活
動
を

通
じ
小
さ
な
こ
と
か
ら

コ
ツ
コ
ツ
励
ん
で
、
市

政
進
展
に
繋
が
る
多
様

　

こ
の
度
、
小
野
惠
章

議
員
・
櫻
井
政
文
議
員
・

小
野
幸
男
議
員
３
名
で

松
桜
会
を
結
成
し
ま
し

た
。
私
達
議
員
の
最
大

の
仕
事
は
、
市
民
の
負

託
に
答
え
、
諸
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
行
政
運

営
の
チ
ェ
ッ
ク
と
監
視

を
常
に
行
な
い
ま
す
。

　

そ
し
て
市
民
の
幸
せ

と
安
心
し
て
暮
せ
る
ま

　

復
興
の
加
速
と
持
続

可
能
な
未
来
都
市
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
目
指
し
、

メ
ン
バ
ー
全
員
一
丸
と

な
っ
て
「
市
民
皆
さ
ん

の
声
を
大
切
」
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
子
育
て
支

援
策
、
学
力
向
上
の
施

策
の
充
実
を
目
指
し
、

　

新
た
に
結
成
さ
れ
た

「
市
民
ク
ラ
ブ
」。
ネ
ー

ミ
ン
グ
の
通
り
、
市
民

サ
イ
ド
の
議
員
活
動
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
常
に
市し

井せ
い

の
話
に
耳
を
傾
け
、

裏
付
け
と
な
る
理
論
を

展
開
す
る
た
め
の
不
断

の
研
鑚
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
復
興
の

予
算
も
減
額
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
か
ら
が
人

ち
づ
く
り
に
邁ま

い

進し
ん

い
た

し
ま
す
。
10
年
ひ
と
昔

と
言
い
ま
し
た
が
、
今

や
１
年
ひ
と
昔
か
ら

日
々
変
化
の
あ
る
時
代

で
す
。
改
革
一
筋
に
努

め
ま
す
。

▲（前列左から）阿部としゑ、大橋博之、滝健一
　  （後列左から）長谷川博、阿部勝德、熊谷昌崇

▲（左から）上田勉、手代木せつ子、五ノ井惣一郎、
　土井光正、熱海重徳

東松島市議会　会派の紹介

▲（左から）櫻井政文、小野惠章、小野幸男▲（左から）石森晃寿、佐藤富夫、齋藤徹
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　議会定例会を傍聴するのは初めてでした。
議場に入ると緊張感がひしひしと感じとら
れました。私は青果のバイヤーとして全国
を飛び回る仕事をしており、その都度いろ
いろな町を見てきました。転職を機に東松
島に戻り、あまりにも東松島市のことを知
らないことに気がつきました。本市のこと
を知りたいと思い議会を傍聴しました。教

育、福祉、防災、商工、観光、保育の無償
化等、様々な質問がなされ、本市の取り組
みと課題がどのように解決されていくのか
を知ることができました。その中でも気に
なるのが保育の無償化と子供達が安心、安
全な環境で教育が受けられることです。議
会と行政に、一有権者として期待します。千

ち

葉
ば

修
しゅう

一
い ち

さん
（赤井南五区）

令和元年第2回東松島市議会定例会を傍聴して

編
集
後
記

　

令
和
と
い
う
新
し
い
年
号

に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
慣
れ
て

き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

そ
の
令
和
の
５
月
臨
時
会

で
新
し
い
議
長
、
副
議
長

が
誕
生
し
、
各
常
任
委
員
会

の
構
成
も
一
部
変
更
と
な
り
、

ま
た
、
新
会
派
が
で
き
た
り

と
議
会
も
元
号
に
合
わ
せ
た

か
の
よ
う
な
風
が
、
吹
き
始

め
ま
し
た
。
そ
の
新
風
が
、

良
い
風
で
あ
る
よ
う
祈
っ
て

い
ま
す
。

　

広
報
常
任
委
員
会
も
、
こ

れ
ま
で
は
各
委
員
長
が
メ
イ

ン
で
し
た
が
、
今
回
か
ら
各

副
委
員
長
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
以
上
に
、
こ
の

委
員
会
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
身
近
な
議
会
と
な

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
が
、
平
和
な

幸
せ
な
時
代
で
あ
る
よ
う
新

天
皇
と
共
に
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

（
小
野　

惠
章
）

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

小
野　

惠
章

副
委
員
長　
　

櫻
井　

政
文

委　
　

員　
　

石
森　

晃
寿

委　
　

員　
　
手
代
木
せ
つ
子

委　
　

員　
　

齋
藤　
　

徹

委　
　

員　
　

小
野　

幸
男

委　
　

員　
　

阿
部　

勝
德

９月定例会日程（予定）のお知らせ
9 月   5 日㈭ 10 時 00 分〜 本会議（開会、議案審議等）
9 月   9 日㈪ 10 時 00 分〜 本会議（一 般 質 問）
9 月 10 日㈫ 10 時 00 分〜 本会議（一 般 質 問）
9 月 11 日㈬ 10 時 00 分〜 本会議（一 般 質 問）
9 月 12 日㈭ 10 時 00 分〜 本会議（一 般 質 問）
9 月 13 日㈮ 10 時 00 分〜 本会議（決算総括質疑）
9 月 24 日㈫ 10 時 00 分〜 本会議（追加議案審議等）
9 月 27 日㈮ 10 時 00 分〜 本会議（議案審議等、閉会）

※変更の場合がありますので、詳しくは
　市議会ウェブサイトをご覧下さい。

○●議会を傍聴してみませんか●○

議 会 中 継 は こ ち ら か ら
検索東松島市議会映像

http://www.higashimatsushima-city.stream.jfit.co.jp/

議会日程ウェブサイトＱＲコード

お問い合わせ  議会事務局
☎︎ 0225-82-1111（内線 1311-1314）

傍聴者
インタビュー

　定例会は、年 4 回（2 月・6 月・9 月・12 月）
開催されます。市民の皆さんに深く関わりのある
議案が審議されます。 皆さまお誘いあわせの上、
ぜひ傍聴にお越しください。（矢本庁舎３階の議場
へ直接お越しください。受付簿へ住所、氏名の記
載のみで入場できます。）

傍聴およびライブ中継をご視聴いただきありがとうございました。

令和元年　第２回　定例会
（６月１３日～２４日、本会議開会５日間）

 傍聴者数

49名
インターネットライブ中継
視聴者数

412名

　政府は優れた取り組みを提案した全国 29 自治
体を、「ＳＤＧ s（エス・ディ・ジーズ）未来都市」
として選定。宮城県からは唯一、東松島市が選
ばれました。

　今回お届けする議会だよりでは、記事の内容
に関連する持続可能な世界を実現するための 17
の目標のロゴを記事に添えて掲載しました。

（一般質問の記事含め、広報常任委員会がロゴを
選択しました。）

持 続 可 能 な ま ち づ く り を

他議会からの視察来庁
５月２７日　宮城県議会総務企画委員会　議員９名
　　　　　　「移住定住の促進について」
　　　　　　会場：宮戸市民センター

請願・陳情の受付一覧（平成 31 年３月９日～令和元年６月 24 日）
・辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について、国民的

議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情書（「新しい提案」実行委員会）

・辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について、国民的
議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情書（全国青年司法書士協議会）

・日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書の採択
を求める陳情書

・米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書に関する陳情書
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